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八島健太 「フラクタル反応理論を生態学に活かす」



分岐理論で優れたモデリングを実現する
現象がどんな条件でどんな状態に分岐するかを調べる

special issueProfessor Ogawa,  Toshiyuki 
特集 小川 知之 教授インタビュー

 図1： 分岐理論が扱う問題  図2：　 熱対流が作るパターンは条件によって、長いロールケーキが曲
がりくねって並んだようになったり、多数のセルが敷き詰めら
れたようなパターンになる

Professor Ogawa, Toshiyuki 

ある現象を記述するモデルとパラメータの変化に対して、
・どこで不安定化するか、
・どういうモードが最初に不安定化するか、
さらに、
・不安定化したときにはどういう状態になるのか、
を扱う

ランダムに対流が起きている状態

蜂の巣のようにセルが縦に並んだ状態

横倒しのロールケーキ状
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　小川知之教授の専門は、「分岐理論」である。反応拡散方程

式で記述できる系では、様々な定常パターンや時間空間的振

動パターンが現れる。方程式の形から、どんなパターンに分岐

するか、を調べるのが分岐理論なのだそうだ。この研究は力学

系だけでなく、電気化学反応や細胞表面の活動をモデル化す

るために利用されつつある。

－「分岐理論」とはどんな理論なのですか？

　ある力学系の振る舞いが、パラメータの変化に対して、どう

変わるかを調べる理論です(図1)。どこで系の定性的な性質

が変化したか、最終的にどんな状態になるかを知るための強力

な道具になります。

　身近なところでは熱対流の問題などがあります。

　お湯を沸かす場合は、下のほうの水が温められて軽くなり、

上の水は冷やされて重くなります。そのうちに、ある一定の温

度差になると、上昇流と下降流の対流が現れます。その対流が

作るパターンをよく見ると、条件によって、長いロールケーキ

が曲がりくねって並んだようになったり、多数のセルが敷き詰

められたようなパターンになっています（図2）。

　これを理解する第一歩は、上昇流と下降流がどのくらいの幅

で流れるか、一定距離の間にいくつ波があるか、これを「波数」と

呼ぶのですが、どんな波数で対流が生じるかを調べることです。

研究者は「どういう波数に不安定化するか」と言ったりします。

　また多くの場合、不安定化は複数の方向に同時に生じます。

これらがどのように競合するかを解析することで、ロール状の

パターンに落ち着くのか、それとも六角形のセルに落ち着くの

かを知ることができます。これを分岐解析と言います。

　分岐理論は、先ほどの水の熱対流の問題であれば、温度をパ

ラメータとして、いつ／どのような波数で不安定化するか、ま

た2つのパターンのどちらになるかに答えられます。熱対流

所 属・役 職： 明治大学大学院先端数理科学研究科現象数理学専攻 教授 
先端数理科学インスティテュート所員

専 門・学 位： 博士（理学）　広島大学大学院
研 究 内 容： 力学系の分岐理論、振動パターンとウェーブ分岐、力学系の位相計算理論

専門は、「分岐理論」である。反応拡散方程式で記述できる系では、様々な定常パターンや時

間空間的振動パターンが現れる。方程式の形から、どんなパターンに分岐するか、を調べる。

小川知之
P R O F I L E
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 図3： ウェーブ分岐の例
丸いスタジアムの観客席に人がぎっしり詰まっ
た状態を考える。観客一人一人は立ったり座っ
たりを周期的に繰り返しており、さらに自分の
左右の人とできるだけ同じように追従して立っ
たり座ったりすると仮定する。そうすると、観
客全体が同時に立ったり座ったりすることも可
能だが、空間的に非均一な波、つまり「ウェー
ブ」が一定速度で回転する状態も起きる。

反応電極の近くで化学反応と電位変化の相互作用が起こる。参照電極で
電解液内の点での電位を観測しながら、対峙電極の電流／電圧を制御す
る。参照電極をどのくらいの深さまで挿入してフィードバックをかけるかに
よって、空間的に一様な振動が生じるか、非一様な振動が生じるかをコン
トロールできる。空間的に非一様な振動には、回転波と定在波がある。
（東京大学先端科学技術研究センター　中西周次氏提供）

図4： 電気化学実験でウェーブ分岐を制御する
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空間的な振動を見せる
ウェーブ分岐に注目

　最近は、分岐理論の中でも特に「ウェーブ分岐」を研究して

います。

　チューリング・モデルからは定常的な、最終的には変化しな

いパターンが生まれます。定常分岐に対して、「ホップ分岐」と

言って、振動状態が現れる分岐があります。振動状態が空間的

パターンを伴って起きる分岐をウェーブ分岐といいます。

－空間的パターンを伴って振動するというのはどういうこと

ですか？

　例えば丸いスタジアムの観客席に人がぎっしり詰まった状

態を思い描いてもらうとよいです（図3）。観客ひとりひとり

は立ったり座ったりを周期的に繰り返しているとします。ま

た観客は自分の左右の人とできるだけ同じように追従して

立ったり座ったりするとします。このときスタジアムの観客

全体が同時に立ったり座ったりすることも可能ですが、いわ

ゆる「ウェーブ」と呼ばれる空間的に非均一な波が一定速度で

回転する状態も観測されます。

　振動子をリング状に拡散結合して配置すると、このような

右回と、左回りの回転波だけでなく、それらが足し合わさった

定在波も存在します。分岐解析を使えば定在波と回転波のど

ちらが安定になるか分かるのです。

　実際の現象でウェーブ分岐が起きるものは、電気化学の研

究者が見つけています。1990年ごろから電気化学の世界で、

ウェーブ分岐が現れる系が現実に見つかっています。3種く

らいの要素がうまく作用すると、空間的にも時間的にも振動

する面白いパターンが出ることが分かってきました。そこ

で、ウェーブ分岐が起きたときにどんなダイナミクスがある

のかに注目して研究しています。

現実の振動反応が生む
パターンを制御する

　ある種の溶液の中に電極を入れて電極表面で電気化学的な

振動を起こすことができます。その際、電極を円環にしてさ

らにある種のフィードバック制御をするとウェーブ分岐が起

きて、回転波や定在波が出せます（図4、5）。でも電気化学の

研究者はそれがなぜ出てくるのか、どう制御したらいいのか

という指針が分からなかった。それを分岐理論で解析するこ

とで理解できるようになりました。

　チューリングのモデルではパターンらしきものは出るが、

材料系で使おうとすると制御できない。波数は分かるのだ

が、複雑なパターンが制御できない、などの理由で応用が広

がらなかったのです。ウェーブ分岐の理論を使うと、ある程

度コントロールができるのではないか、つまり意味のある

チューリング・パターンを制御して作れるのではないかと

が生むパターンは1950年ごろから観察・研究されてきました

が、数学的に分岐理論としてきちんと定式化されたのは1970

年代のことです。そしてその後、このような分岐は普遍的なも

のであることがわかってきました。

－他のどんな現象に見られるのですか？

　例えば座屈という現象があげられます。プラスチックの

板を立てて上から押すと、一定以上の力をかけたときにぐ

しゃっと折れます。これと「原理的に近い」現象が世の中には

いろいろあるのですが、「直感的に近い」というだけでなく、

「対称性などの観点から、正確にどんな関係があるのか」が、分

岐理論を使うと分かるのです。

　さらに、動物の縞模様にそっくりのパターンが出てくる「反

応拡散系のパターン形成」にも不安定化が関係しています。

反応拡散系の場合は「チューリングの不安定化」といいます。

反応拡散方程式で表したモデルで、拡散係数などを人為的に

コントロールすると不安定化して、変化を起こせるのですが、

その時にどういうモードが不安定化するのかとか、縞々にな

るのか、斑点になるのか、ということに関係してきます。不安

定化と、分岐した直後のパターンの関係などが一般的にとら

えられるようになったのです。

－違うモデルで表される現象にも、１つの分岐理論が応用できる

ということですか。

　そうです。

　数理の上ではさきほどの熱対流と、反応拡散系の問題は方

程式の見かけ上は違いますし、現象としても全く違います。

熱対流は流体方程式（ナビエ・ストークス方程式）と浮力で記

述しますし、生態学の反応拡散系は、個体間の相互作用のダイ

ナミクスと拡散から得られます。自然環境の中で複数の生物

が互いにすみ分けることは、現象としては全く違うのですが、

やはり不安定化と考えることができます。分岐点近傍のダイ

ナミクスは不安定化した少数のモードの方程式で記述されま

すので、現象は違えども分岐構造やダイナミクスに普遍性が

あるのです。

　アラン・チューリングが反応拡散方程式のモデルから複雑

な模様（チューリング・パターン）が自発的に形成されること

を示したとき、彼は反応物質にあたるものを「モルフォゲン」

と呼んでいましたが、このモルフォゲンに対応するものが、

最近、実際の現象の中で発見されています。これはもちろん

チューリングに先見の明があったからだと言わざるを得ない

のですが、分岐構造の知見を拡げることは非常に重要です。

　すなわち、現象を見てまず「こういう分岐構造があるのでは

ないか」ということが予想され、それによりモデルや実験設定

を修正したりできます。分岐という普遍的な見方をすること

で、現象と数学を行ったり来たりしながらモデリングが出来

るようになるのです。
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現象数理学専攻
円周上でウェーブ分岐が起きたときに、実際に回転波が安定に観測されるかそれと
も定在波が観測されるかはその現象の特性による。この二つのグラフは、縦軸に円
周の座標を横軸に時間座標をとり反応拡散系の時間発展を表示したもの。上は回転
波が不安定な状況で数値計算したもので、したがって回転波に近い状態からスター
トしても次第に定在波に近づく。下は定在波が不安定な状況から始めた場合で、逆
のことが見てとれる。

時刻→ 回転波から定在波に収束する様子

↑
位
置

↑
位
置

時刻→ 定在波から回転波に収束する様子

 図6： チューリング／ウェーブ不安定化の一例
矩形領域で３種の反応物質がある反応拡散系の数値
計算したものを時系列で並べたもの（左から右、上か
ら下の順に時間が経過している）。チューリング不安定
化とウェーブ不安定化が同時に起こるような状況を再
現したもので、サイズの小さな定常パターンと、サイズの
大きな振動パターンがお互いに影響を及ぼしながら時
間発展し次第に振動パターンが収まっていく。しかし、
その間にも振動パターンの履歴を残した定常パターン
が生じているところが特徴的。
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そうだと思いますが。例えば数学者は、数学的な解明が進む前

でも計算機の上でシミュレーションが出来ます。すると計算機

上で再現できたその現象を、数学的に解明したいと考える。「こ

れはどう考えても解明しないと気が済まない」という気持ちに

なるのですね。そういうことに楽しみを感じてもらえる人なら

ば入りやすいのではないかと思います。

　研究を始めるときはそれが解明できるかどうか分からない

わけです。でも実験では見えているわけだから何かが隠れて

いる。そういう確信を自分なりに持てないと、研究を進めら

れません。

　数学の研究は一見すると同じに見えても実は千差万別で、

研究者が考えていることや解明したいことは少しずつ違うの

です。ディスカッションなどを通じて改めて気が付くことで

もありますが、研究の個性は大事です。

　数学にはこれからもたくさんのフロンティアがあります。

特に最近は他分野の人たちと協力して議論し合って世界的な

研究が生まれています。日本の通常の大学院教育では他分野

の人と接する機会が少ないけれど、先端数理科学研究科には

いろいろな分野の人がいます。特にポストドクターの人は新

しい分野の研究を始めた人が多い。私も実験家である末松先

生（NL11号で登場）とよくディスカッションしています。こ

れからも異分野の人が集まって共同研究する機会が増えま

す。きっと新しい研究がたくさん生まれると思います。

明治大学大学院先端数理科学研究科は、現象の本質を見抜き、理解

する抽出モデルの構築を柱とする数理科学＝現象数理学の教育研

究を行います。現象数理学は本学が生み出した新しい学問分野で

あり、明治大学先端数理科学インスティテュートを母体とする現

象数理学グローバルCOEが研究活動を進めています。その成果

を教育につなげるために作られたのが本研究科です。本研究科で

は、自然・社会・生物等に現れる複雑現象の数理的解明に必要な知

識を習得できます。

◆研究対象としての現象
① 錯視や錯覚、思考に見られる知覚・認知現象
②  経済活動、金融工学、渋滞のメカニズムなどの社会現象
③  免疫系、遺伝子構造、ガン細胞メカニズムなどの医学現象
④ 生命活動や生態系、進化などの生物現象
⑤ 地震のメカニズムや地球環境などの物理現象
⑥ 化学反応やタンパク質合成に現れる非平衡現象　　など

◆現象数理学の習得のために
現象数理学の習得には、現象の数学的記述＝「モデリング」、その解
析＝「シミュレーション」、そして「数理解析」の連結が不可欠です。
そこで博士前期・後期課程ともに複数指導体制を採ります。前期
は「複数研究指導制」として正指導教員1名と副指導教員2名が協
力し研究指導をします。後期では「チームフェローによる複数指
導」として、研究テーマに応じて上記3分野から1名ずつ計3名の
正指導教員がチームフェローを組み、多面的な研究指導をします。
本研究科は学部組織を持たない独立研究科です。他大学の出身者
の方にもどんどん入学していただきたいと思います。また文系出
身者でも、学部一年で学ぶ基礎的な数学と論理的思考能力、そして
社会科学の問題にチャレンジする気概がある方には、最適な学習
の場になると思います。

◆2013年4月、新キャンパスへ移転
本研究科は2013年には東京・中野にオープンする新キャンパス
（同年4月竣工予定）へ移転します。

思っています。

－2つのパターンの組み合わせは簡単にできるのですか？例

えば線形に足し合わせられるのですか？

　もちろんこれは非線形の問題なので、単純な足し合わせがで

きません。でもウェーブ分岐の不安定化とチューリング分岐

の不安定化がなぜ起こるかは分かっているので、うまくチュー

ニングすると、同時に両方の不安定化を起こすことができるの

です。これはモデル化をしてみて初めて分かったことです。

　分岐が起きた直後は、非線形であることは変わりがないけれ

ど、線形の解に近いところに解があることがあるのです。それ

をうまく手なずけると、扱いやすい、つまり少しコントロール

できるようになるのです。

－パターンの出方を調整できるわけですね。

　本当に自由に変えるのは難しいのですが、例えばチューリン

グ・パターンに対して、その周りの振動波としての六角形のパ

ターンの大きさを調整するということはできます（図6）。どこ

までコントロールできるかがこれからの課題です。

　実際の現象で再現実験してもらうのは電気化学の実験家の

方にお願いすることになります。まず数理モデルでコント

ロールする方法を考えて、それを実験家の方に実際に試して

もらいます。

細胞の活動を球面上の
空間振動でモデル化する

　もう一つ進めていることがあって、球面上で同じように空間

振動が起きたらどうなるかを考えています。これはひょっとす

ると細胞の情報処理に関係がありそうです。アメーバみたいな

生物はタンパク質の濃度が変化して運動したり、外部の情報を

得ているのですが、運動自体は細胞表面にあるアクチンのフィ

ラメントがその役割を担っています。それを動かない状態にす

ると、動くためのシグナルだけが起きて表面に振動が観測でき

ます。これはまさに球面の上のウェーブ分岐が影響しているの

だと思うのです。そこで私たちは、生物から少し離れて、ガラス

ビーズの上で化学反応が起きてウェーブ分岐が起きたらどうな

るか（どんな波が起きるか）をモデルと実験で調べようと思って

います。今は直径1mmくらいのビーズを用意してそれを顕微

鏡で上から覗いています。球面の裏側も観察しないといけない

ので、どうしたらよいか考えているところです。

他分野との交流が
新しい数学研究を生む

－学生さん向けのメッセージをいただけますか？

　そうですね、やはり好奇心が旺盛な人に来てほしいですね。

不思議なものを解明したい、と。研究をしている人はみなさん
中野キャンパス整備計画（第1期工事）外観イメージ
※CGによる完成イメージ、色や形等、竣工時とは異なる場合があります。

http://www.meiji.ac.jp/ams/
図5： 円周上でウェーブ分岐が起きた場合



―八島さんは物理学の研究をして、さらに数理生物学の世界に

入られたそうですね。

　ええ、半導体の光物性の理論研究で、工学博士の学位を取得

しましたが、物理学で用いられているテクニックを生命現象

の理解にも役立てられると思い、総合研究大学院大学の佐々

木顕教授のもとで理論疫学の研究を始めました。

　当時は新型インフルエンザが話題になった頃で、新規感染

者が現れた際に、首都圏の交通ネットワークに乗って感染が

どう広がるかを、駅の利用状況や鉄道ネットワークの形状を

元に数理モデルを作成し解析を行いました。

　具体的には、国土交通省が発行している「大都市交通センサ

ス・データ」（首都圏だけで約15万人分）を元に、一人一人の動

きを「個体ベースモデル」と呼ばれるモデルで再現し、首都圏

における感染症流行の大規模シミュレーションを行いまし

た。その中で、外から新規感染者が入ってくる場所と人への

感染力の強さに応じて、感染の広がり方がどのようになるか

を評価しました。

―どんな結果が出たのですか？

　まず、最初に感染した人が利用する駅の利用者が多い場合

に、大規模な流行（パンデミック）が起きやすいという結果が

得られました。これは単純に、初期感染者が小さな駅を利用

しているのならば、あまり人と会わないので、誰かに感染する

前に治ってしまう場合が多いのですが、逆に利用している人

の多い駅を利用すると、感染が広まりやすいということです。

　また、交通ネットワークの構造が感染症の流行プロセスに

与える影響についても調べました。結果、駅の規模ごとの利

用者数さえ分かれば、大まかな感染症の流行予測が可能であ

ることが分かりました。このことは、個体ベースモデルでは

ない簡単なモデル（つまり、一人一人の動きを考慮しなくて

も、駅間の利用者数だけで計算できるモデル）を作り、それに

より個体ベースのモデルの結果と同様の結果が再現できるか

どうかを調べて確認しました。この結果は、首都圏における

感染症の流行プロセスには、交通ネットワークの細かい構造

がそれほど影響しないということを意味します。

―さらに最近は、生態学にもご興味がある。

　そうです。化学の分野で生まれたフラクタル反応理論を生

態学に活かせないかと考えています。

　多孔質物質などの中で化学反応が生じる際には、通常の試

験管の中とは異なった反応ダイナミクスが生じることが知ら

れています。これは、反応分子の動きが空間的に制限される

ことから、分子の動きが通常の拡散とは異なり異常拡散と呼

ばれる動きを示すことに起因します。

　フラクタル反応理論は、このように反応分子の動きが異常

拡散するときの化学反応を記述するうえで有効な理論です。

　一方で、生態学においては、個体群動態を理解するために、

化学反応を記述する理論を用いることがよく行われていま

す。これは、個体を反応分子と見なし、出生死滅プロセスを化

学反応と見なすことで、数学的に反応拡散方程式を用いてモ

デル化されます。このとき個体の動きとしては通常の拡散を

仮定しています。

　しかしながら、近年、生息環境の不均質性に伴い移動パター

ンが異常拡散を示す昆虫が発見されており、このような動物

の個体群動態をモデル化するには、従来の理論を適用するこ

とは妥当ではありません。このことから、フラクタル反応理

論を用いて、上記のような特異な移動パターンを示す動物の

個体群動態を記述出来ないかなと考えています。

フラクタル反応理論を生態学に活かす

―町田さんの研究テーマを教えてください。

　「量子ウォーク」の性質を数理的に解明する研究をしています。

微粒子のブラウン運動のように、粒子の次の位置が無作為（ラン

ダム）に決まるような運動を「ランダムウォーク」と呼びます。量

子ウォークは、このランダムウォークの量子版に相当するもので

す。従来は「量子ランダムウォーク」とも呼ばれていましたが、最

近では、量子ウォークという呼び方に統一されています。

　古典的なランダムウォークについては、挙動が直感的に理

解しやすいこともあり、既にさまざまな研究が進んでいます。

ランダムウォークを応用したアルゴリズムも多数考案され、

実用化されています。

　それに対し、量子ウォークについての研究は2000年代に

なってようやく活発化し始めたという状況であまり進んでい

ません。しかし、これまでの研究により、ランダムウォークと

はまったく違う性質を持つことが明らかになっています。

 　例えば、1次元ランダムウォークの確率分布図は、図1（a）の

ように時間が経つにつれて正規分布に近づきます。一方、量

子ウォークには拡散しやすい性質があり、1次元量子ウォーク

の確率分布図はランダムウォークとはまったく異なる形にな

ります（図1（b））。

　また、量子ウォークの挙動は量子ウォーカーの初期状態や

内部状態数の違いによって大きく変化します。特定条件下で

は、時間を無限にしても、ある点にウォーカーが存在し続ける

確率が正になるという「局在化」という現象も生じます。どの

ような場合にどんな挙動になるのかについては未解明な部分

が多く、その解明を進めるのが目下の課題となっています。

―量子ウォークの性質の解明は何をもたらすのでしょうか。

　量子コンピュータのアルゴリズムの構築に役立つと考えら

れます。量子ウォークを適用したアルゴリズムには、すでに

「Groverのアルゴリズム」などがあります。Groverのアルゴ

リズムは、量子ウォークの局在化の性質を生かして、対応する

古典的な確率探索アルゴリズムよりも少ない計算量でデータ

を探索できる方法です。入力データ数nに対し、古典的なコ

ンピュータではO(n)の計算量となるデータ探索処理を、O(√n)

に抑えることができます。量子ウォークの挙動を幅広く解明

できれば、こうしたアルゴリズムを構築したり、新しいアルゴ

リズムを発見したりといった成果が期待できます。

　また、量子ウォークの局在化は、物理における「アンダーソ

ン局在現象」（金属が不純物混入によって絶縁体となる場合の

ように、電子の波動関数が局在化する現象）と関連している可

能性があります。量子ウォークの数理解析は、こうした現象

の解明にも役立つかもしれません。

―現在はどのように研究を進めておられるのでしょうか。

　数学的なアプローチはもちろん継続中ですが、今はそれと

並行して物理の勉強も進めています。先に挙げたアンダーソ

ン局在現象のように、量子ウォークと関係が深そうな現象か

ら、研究を進めるヒントやアイデアを得られるのではないか

と期待しているからです。量子ウォークの研究は、どこにつ

ながるか分からない発展性や起爆力を秘めています。それだ

けにアンテナを広く張って、広い視野で研究を進めるのが重

要だと考えています。
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学歴： 横浜国立大学工学部生産工学科を卒業後、同大大学院工学府システム統合
工学専攻博士前期・後期課程を修了。

職歴： 横浜国立大学工学部生産工学科TA、神奈川産業技術短期大学校情報技術科
非常勤講師（離散数学）、明治大学研究・知財戦略機構研究推進員(科学技術
振興機構さきがけ研究補助者)を経て、現在、GCOE-現象数理ポスト・ドク
ター(PD)。

学歴：  筑波大学第三学群基礎工学類を卒業後、同大学院数理物質科学研究科修士
取得退学、慶應義塾大学大学院理工学研究科単位取得退学。

職歴：  慶應義塾大学21世紀COE研究員、同大学先端光波制御研究センター共同
研究員、総合研究大学院大学葉山高等研究センター上級研究員、同大学先
導科学研究科特別研究員を経て、現在、GCOE-現象数理ポスト・ドクター
(PD)

若 手 研 究 者 イ ンタビューYOUNG RESEARCHER INTERVIEW

町田拓也 八島健太
MACHIDA , Takuya YASHIMA, Kenta

量子ウォークの性質を解き明かし、量子アルゴリズム構築の道を拓く

所属： 先端数理科学インスティテュート研究員
明治大学研究推進員（ポスト・ドクター）
GCOE-現象数理ポスト・ドクター（PD） 

専門： 量子ウォーク
学位：博士（工学）・横浜国立大学

所属：  先端数理科学インスティテュート研究員
明治大学研究推進員（共同研究員）
GCOE-現象数理ポスト・ドクター（PD）  

専門： 数理生物学（理論疫学）、物理学（半導体物理）
学位：博士（工学）・慶應義塾大学

図1　 ランダムウォークと量子ウォークの確率分布図
（a） （b）



現 象 数 理 学 C O E ニ ュ ー ス
NEWS 活 動 記 録

●現象数理談話会（GCOE Colloquium）
第20回現象数理談話会

開催日：2012年6月19日

場所：明治大学生田キャンパス第二校舎A館A302教室

16:30 -17:30　 「為替リスクをなくす究極的な方法　－バスケット型

企業電子通貨システム」

高安秀樹・明治大学、事業推進担当者

●GCOE MASセミナー
(Mathematical Sciences based on Modeling, Analysis and Simulation 

Seminar)

オーガナイザー： 三村昌泰（拠点リーダー）

上山大信（事業推進担当者）

若野友一郎（事業推進担当者）

池田幸太（MIMS研究員）

木下修一（GCOE-現象数理SPD）

第52回MASセミナー

開催日：2012年6月14日

場所：明治大学生田キャンパス第二校舎A館A207教室

16:30 -18:00　 「Reconstitution and control of circadian clock in a 

test tube」 伊藤浩史・九州大学

第53回MASセミナー

開催日：2012年6月21日

会場：明治大学生田キャンパス第二校舎A館A207教室

16:30 -18:00　 「Collective behavior of bistable units with global and 

asymmetric local interactions」 山崎義弘・早稲田大学

●MEE Seminar
(Mathematical Ecology & Evolutioneminar)

オーガナイザー： 若野友一郎（事業推進担当者）

岡嶌亮子（GCOE-現象数理PD）

第33回MEE Seminar

開催日：2012年5月31日

会場：明治大学生田キャンパス第二校舎A館A304

16：30 -1730　 「Evolution of learning strategies in temporally and 

spatially variable environments」青木健一・東京大学

第34回MEE Seminar

開催日：2012年6月28日

会場：明治大学生田キャンパス第二校舎A館A304教室

16：30-17：30　 「Finite-size scaling analysis applied to evaluate 

spatially heterogeneous planting of crop genotypes」

鈴木清樹・農業・食品産業技術総合研究機構

●GCOE RDS Seminar
(Reaction Diff usion Systems Seminar)

世話人：二宮広和（事業推進担当者）

第1回RDSセミナー

開催日：2012年4月18日

会場：明治大学生田キャンパス第二校舎A館A304教室

16:30 -17:30　 「The Sign of the wave speed for the Lotka-Volterra 

competition-diff usion system」Jong-Shenq Guo・淡江

大学（台湾）

2012年11月6日～9日、International Conference on Modeling,
Analysis and Simulation（ICMAS）を開催

　本グローバルCOEプログラム「現象数理学の形成と発展」で

はその最終年度を迎えるにあたり、現象数理学を推進している

最先端の研究者を国内外から招聘し、国際会議「International 

Conference on Modeling, Analysis and Simulation 」

(ICMAS)を開催する。

　分野は、数理生物学・数理化学・数理医学・ネットワーク・複雑

系・非線形解析など広い範囲を含み、対象とする現象の多様さ

と、そこで活躍する数理の威力を確認し、今後の現象数理学の目

指す方向を探る。

　本グローバルCOEプログラムからは砂田利一教授（明治大学

理工学研究科新領域創造専攻）、西森拓教授（広島大学理学研究

科数理分子生命理学専攻）、草野完也教授（名古屋大学大学院理

学研究科、研究・知財戦略機構・客員教授）が参加・発表する。
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教育・研究活動

タイトル：2012 International Conference on Modeling,
                      Analysis and Simulation (ICMAS)
開催期間：2012 年 11 月 6日（火）～ 9日（金）
場　　所：明治大学駿河台キャンパス紫紺館 4階

※詳細については、ホームページをご覧下さい。
　http://gcoe.mims.meiji.ac.jp/

講演者一覧 : 

氏　名 所　属

Deok-Soo Kim Hanyang University, KOREA

Henri Berestycki
Centre d'analyse et de 

mathématique sociales, FRANCE

西森　拓 広島大学

俣野　博 東京大学

Hsiao-Dong Chiang Cornel University, USA

草野　完也 名古屋大学

吉川　研一 同志社大学

Kenneth Showalter West Virginia University, USA

金子　邦彦 東京大学

Luigi Preziosi Politecnico di Torino, ITALY

Martin Vohralik Université Paris 6, FRANCE

Michiel Bertsch
Istituto per le Applicazioni del 

Calcolo, Roma, CNR, ITALY

Miguel A. Herrero
Universidad Complutense de 

Madrid, SPAIN

小谷　元子 東北大学

Odo Diekmann
Utrecht University, 

NETHERLANDS

樋口　知之 統計数理研究所

砂田　利一 明治大学

西浦　廉政 東北大学

巌佐　庸 九州大学



明治大学グローバルCOEプログラム 明治大学先端数理科学インスティテュート
Meiji University Global COE Program
Formation and Development of Mathematical Sciences
Based on Modeling and Analysis

Meiji Institute for Advanced Study of 
Mathematical Sciences

問い合わせ先
明治大学　教学企画部　グローバルCOE推進事務室
〒214-8571 神奈川県川崎市多摩区東三田1-1-1
TEL:044-934-7662/FAX:044-934-7660
gcoe@mics.meiji.ac.jp
http://gcoe.mims.meiji.ac.jp/
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【編集後記】 この１年は、巣立っていかれた方、新しく来られた方の多い１年間でした。グローバルCOE活動終了後も、現象数理学の拠点として機能し
つづけられるように頑張って行きたいと思います。（JYW）


